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写真１：現場デジタル表示計／㈱冨士機京浜島プラント

写真２：Wi-Fi転送された製造中の泥土密度データ

流動化処理土（ＬＳＳ）の新しい製造管理の試行

図１：流動化処理工法－ｉＣの概念

　流動化処理土の品質安定化は、泥土製造作業が担う割合が大きく、そこ
で一日複数回、製造された泥土密度とフロー値の管理試験が実践されてい
ます。
　この試験には実施回数に限りがあるため、数年来、機構の活動の一環と
して圧力センサーによる泥土密度測定とインターネットを利用したデータ
の可視化の試みが進められています（図１）。
　年度は、前年度に作製した圧力センサーユニットの設計変更に加え、
Wi-Fiデータ転送装置、ＰＣ上でのデータグラフ化と記録を追加して、新
しい製造管理システムが完成しました。
　このシステムなら作業オペレータが大型デジタル表示計に表れる製造中
の泥土密度を参考にしながら品
質を安定化させることができる
ほか（写真１）、管理技術者も
事務所などでグラフ化された泥
土密度の推移をモニターするこ
とができ、かつ記録することが
できるようになります（写真
２）。
　年度は、このシステムを
機構会員会社と協力して常設プ
ラントと現場プラントで試験的
に運用し、効果を検証します。

パワーブレンダー工法（中層混合処理工）

「横行施工」
トレンチャ式地盤改良機に角度変換機能付撹拌機を装着することで、従来、
施工出来なかった任意角度による横行走行連続施工が可能となり、近接箇所
や狭隘な箇所、段差等での施工性が向上し適用範囲が拡大しました。

・国土交通省土木工事積算基準「中層混合処理工（トレンチャ式）」
・NETIS登録№ＱＳ‐‐Ａ　パワーブレンダー工法「横行施工」
・建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針
　―セメント系固化材を用いた深層・浅層混合処理工法―

　「全層鉛直撹拌式による地盤改良工法」として掲載
・ＩＣＴ地盤改良工（中層混合処理）要領等の策定

パワーブレンダー工法は、原位置土とセメント系固化材などの改良材をトレ
ンチャ式撹拌混合機にて、望ましい流動値で鉛直方向に撹拌混合しながら、
水平に連続掘進させる事により、互層地盤であっても改良範囲全域において
均質な改良体の造成を可能とする地盤改良工法です。

互層地盤でも均質な改良体の造成が可能
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